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　安比高原ふるさと倶楽部は、「あっぴ高原遊々
の森」（奥のまきば・中のまきば・ブナ２次林）を
中心に安比高原の貴重な財産である自然環境を
次世代につなぐため、保全と整備を柱とした事
業を行っています。
　さまざまな実践活動を通じて人と人が交流す 安比高原ふるさと倶楽部

会員募集・寄付のお願い

「安比高原ふるさと倶楽部」とは

　安比高原は昔、馬や牛が放牧され、芝草原やレンゲツツジが見渡す限り広がっていました。
しかし、時代とともに馬が減少し、草木が生い茂り、美しい草原の姿が失われてきました。
　昔の姿を取り戻そうと、安比高原ふるさと倶楽部が芝草原復元活動に取り組んでいます。

千年にわたる芝草原を未来へつなごう
安比高原ふるさと倶楽部の芝草原復元活動

芝草原復元活動によりレンゲツツジと野芝の草原が徐々に復元されてきた安比高原「中のまきば」（平成₂₈年６月1₀日撮影）
　
安
比
高
原
は
、
お
よ
そ
千
年
前

の
平
安
時
代
か
ら
、
馬
や
牛
が
放

牧
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
馬
は
、
山
か
ら
切
り
出
さ
れ

た
木
々
や
荷
物
を
運
搬
し
た
り
、

千
年
続
い
た
広
大
な
芝
草
原

　
「
こ
の
ま
ま
で
は
芝
草
原
が
消

え
て
し
ま
う
」。
危
機
感
を
抱
い

た
地
域
住
民
の
要
望
を
受
け
、
平

成
18
年
に
市
と
森
林
管
理
署
が

「
あ
っ
ぴ
高
原
遊ゆ
う
ゆ
う々の
森
」協
定
を

締
結
し
、
そ
の
活
動
の
一
環
と
し

て
地
域
住
民
と
と
も
に
、
侵
入
し

て
き
た
草
木
の
刈
払
い
や
野
焼
き

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。し
か
し
、

自
然
の
再
生
力
は
力
強
く
、
作
業

を
し
て
も
翌
年
に
は
ス
ス
キ
が
生

課
題
が
山
積
し
た
復
元
活
動

昔は、牛や馬が放牧され、芝草原が広がっ
ていました（奥のまきば）

牧柵を建て、馬の活動区域を広げます

現在は、牛や馬の姿はなく、人の手によって
草刈りが行われています（奥のまきば）

田
畑
を
耕
す
た
め
に
利
用
さ
れ
た

り
と
、
農
業
・
林
業
で
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。
放
牧

さ
れ
た
馬
や
牛
は
、
伸
び
る
草
木

を
は
み
ま
す
が
、
有
毒
植
物
の
レ

ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
は
食
べ
ま
せ
ん
。
広

大
な
芝
草
原
と
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
の

景
色
は
、
馬
や
牛
の
放
牧
に
よ
り

維
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
戦
後
に
な
る
と
、
農
作
業
の
機

械
化
や
軍
馬
と
し
て
の
需
要
が
な

く
な
っ
た
た
め
に
馬
が
減
少
し
、

放
牧
が
行
わ
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。
安
比
高
原
の
広
大
な
芝
草
原

は
、
周
辺
に
成
育
し
て
い
た
樹
木

や
笹
の
侵
入
に
よ
り
成
長
が
阻
害

さ
れ
、
減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。

　
始
め
に
馬
を
放
牧
す
る
た
め
、

約
９
０
０
㍍
に
渡
り
牧
柵
を
建
て

て
、
４
・６
㌶
の
ま
き
ば
を
造
り

ま
し
た
。
26
年
に
は
試
験
的
に
５

頭
の
馬
を
１
カ
月
間
放
牧
し
、
27

年
に
は
４
頭
の
馬
を
５
カ
月
間
放

牧
し
ま
し
た
。
馬
は
順
調
に
草
を

食
べ
、
草
木
の
繁
茂
を
抑
え
ま
し

た
。

　
28
年
に
は
、
さ
ら
に
牧
柵
を
建

て
、
ま
き
ば
は
最
初
の
時
の
約
７

倍（
33
・
３
㌶
）ま
で
拡
大
し
ま

す
。
芝
草
原
復
元
活
動
は
効
果
を

上
げ
、
中
の
ま
き
ば
は
、
昔
の
広

大
な
芝
草
原
や
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
が

咲
く
景
色
を
徐
々
に
取
り
戻
し
て

き
ま
し
た
。

い
茂
り
、
ス
ス
キ
野
原
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
労
働
力
や
費
用
、

時
間
な
ど
の
課
題
が
山
積
し
、
人

の
手
で
は
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。

馬
を
利
用
し
芝
草
原
復
元
へ

　
平
成
24
年
４
月
に
地
元
の
有
志

に
よ
っ
て
安
比
高
原
ふ
る
さ
と
倶

楽
部
が
設
立
さ
れ
、
芝
草
原
復
元

活
動
の
業
務
を
引
き
継
ぎ
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て

同
倶
楽
部
は
、
馬
を
利
用
し
た
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま

す
。
こ
の
活
動
は
、
芝
草
原
を
再

生
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
馬
に
芝

草
原
の
再
生
と
い
う
仕
事
を
与

え
、
減
少
し
つ
つ
あ
る
在
来
馬
を

残
そ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
も
あ 毎年の秋に行う刈った草木を燃やす野焼き

　
6
月
初
旬
の
安
比
高
原「
中
の
ま

き
ば
」は
、
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
が
満
開

に
な
り
、
馬
が
放
牧
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
子
ど
も
た
ち
に
も

訪
れ
て
ほ
し
い
。
馬
や
花
を
見
た

り
、
小
川
で
遊
ん
だ
り
、
芝
生
で

走
り
回
っ
た
り
し
て
、
千
年
続
い

て
き
た
里
山
文
化
の
風
景
を
感
じ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
に
は

孫
が
い
ま
す
が
、
安
比
高
原
に
連

れ
て
行
く
と
笑
顔
で
喜
び
ま
す
。

　
安
比
高
原
ふ
る
さ
と
倶
楽
部
は

芝
草
原
復
元
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
多
く
の
人
の
支
援
が
必
要

で
す
。
ぜ
ひ
、
ふ
る
さ
と
倶
楽
部

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
活
動
の

支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　安比高原ふるさと倶楽部では、会員を募集し
ています。また、環境保全への寄付を募ってい
ます。ご協力をお願いいたします。
■入会金　個人会員　1,000円
■問い合わせ先　安比高原ふるさと倶楽部事務
局「イーハトーヴォ安比高原自然学校内」（☎73
－6228）

る場を構築し、地域資源活用型観光地を考え実
践する団体です。在来馬の放牧による草原の管
理のほか、地元の学校での環境教育、自然解説、
散策路の管理なども行っています。
　現在は、市内外や首都圏からの会員を含む11
団体と５家族、個人62人で活動しています。

 安比高原ふるさと倶楽部　会長
関　善次郎さん（69歳）＝兄川＝

芝
草
原
に
人
々
が
訪
れ
、

笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
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◆
手
帳
の
種
類
と
申
請

▼
身
体
障
害
者
手
帳（
身
障
手
帳
）

　

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
人

（
視
覚
、
聴
覚
、
平
衡
機
能
、

音
声
・
言
語
機
能
、
そ
し
ゃ
く

機
能
、
肢
体
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、

肝
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、

直
腸
、
小
腸
機
能
、
免
疫
機
能

に
障
害
が
あ
り
、
認
定
基
準
に

該
当
す
る
人
）に
、申
請
に
よ
っ

て
交
付
さ
れ
ま
す
。

▼
療
育
手
帳

　
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
に
、

岩
手
県
福
祉
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
の
判
定
に
基
づ
き
交
付
さ

れ
ま
す（
事
前
に
セ
ン
タ
ー
で

の
判
定
が
必
要
で
す
）。　

❸配食サービス事業
　食事づくりの困難な高齢者などに対して、栄養
の取れた弁当を提供しています。併せて安否確認
を行っています。
■対象者　在宅のおおむね65歳以上の高齢者など
で、食事準備の困難な状況にある人
■委託先　社会福祉法人・一般業者
■利用料　１食400円　週３回まで可(夕食)
❹老人日常生活用具給付等事業
　在宅のひとり暮らし高齢者などに対して、日常
生活用具を給付します。
■対象者　在宅のおおむね65歳以上のひとり暮ら
し高齢者で、防火などに配慮が必要な人
■給付用具　電磁調理器、自動消火器
■利用料　無料～一部負担（所得税課税者）

❶在宅要介護者等紙おむつ給付事業
　在宅で紙おむつを必要とする要介護者など
に紙おむつを給付しています。
■対象者　在宅の要介護２～５または身体障
害者１、２級(下肢または体幹）の人
※市民税非課税または均等割課税世帯対象
■対象物　紙おむつ
■利用料　無料（月１回１種類）

❺認知症高齢者等見守り推進事業〖新規】
　徘

はいかい
徊行動が認められる認知症高齢者などの介護

者が、位置情報探索システム（ＧＰＳ）機能の付い
た端末機を購入する場合の経費に補助します。
■対象者　盛岡広域シルバーケアＳＯＳネット
ワークシステムに登録している、在宅の認知症高
齢者などの介護者

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

　
市
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
生
活
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
推
進
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
市
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
高
齢
者
福
祉
・

障
が
い
者
福
祉
・
育
児
の
３
つ
の
分
野
別
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
気
に

な
る
項
目
が
あ
る
場
合
は
、
市
役
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 
高
齢
者
福
祉

 障がい者
 　　福祉

　身体障害者・療育・精神障害者
保健福祉手帳の申請について紹介
します。
■問い合わせ先　地域福祉課障が
い福祉係（☎・内線1109～1112）

おじいちゃんがひ
とり暮らしで心配

…

ごはんをきちんと
食べてるかな…ガ

スの消

し忘れで火事にな
ったらどうしよう

…

おじいちゃんが「認
知症」と診断。

最近は、目を離し
た隙に外出して行

方不明

になるんです…

おばあちゃんが要
介護５で寝たきり

に。

在宅介護している
けど、毎月おむつ

代の出

費も思った以上に
負担で…

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　
精
神
障
が
い
の
た
め
、
日
常

生
活
や
社
会
生
活
に
制
約
の
あ

る
人
に
、
申
請
に
基
づ
き
交
付

さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
初
診
か
ら
６
カ
月

以
降
で
な
い
と
手
続
き
で
き
ま

せ
ん
。
２
年
ご
と
の
更
新
手
続

き
が
必
要
で
す
。

※
手
帳
ご
と
に
必
要
な
書
類
が

違
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
10
月
１
日（
国
勢
調
査
）時
点
で
、
市
内
の
65
歳
以
上
の
高
齢

者
は
９
５
２
８
人
。
多
く
の
人
は
健
康
で
自
立
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
が
、
高
齢
者
は
も
と
よ
り
、
高
齢
者
を
支
え
る
家
族
な
ど
支
援
を
必
要

と
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
み
ん
な
が
暮
ら
し
や
す
い
生
活
を
す
る
た
め
、

市
な
ど
関
係
機
関
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

おばあちゃんがこ
の間、家で倒れて

て。

たまたま様子を見
に行ったときで、

発見で

きたけど。次もあ
ったらどうしよう

…

❷高齢者緊急通報体制等整備事業
　急病や災害などの緊急時に連絡できる緊急
連絡用機器を利用料無料で貸しています。
■対象者　在宅のおおむね65歳以上のひとり
暮らし高齢者および重度障がい者の人で、所
得税が非課税の人

ＧＰＳ端末のみでも補助が可能
（写真は靴に埋め込むタイプ）

1

2

■対象物　ＧＰＳ機
能を搭載した端末機
と利用開始に伴う設
定費用（携帯電話な
どを除く。）
■助成額　18,500円

（上限）、１人につき
１回限り

※
申
請
か
ら
交
付
ま
で
１
〜
３

カ
月
か
か
り
ま
す
。

◆
手
帳
に
よ
る
交
通
機
関
で
の
軽
減
・
割
引
制
度

▼
Ｊ
Ｒ
運
賃

　
身
障
手
帳
１
種
・
療
育
手
帳

A
は
介
護
者
が
同
行
す
る
場
合
、

５
割
引
。
本
人
の
み
の
利
用
お

よ
び
身
障
手
帳
２
種
・
療
育
手

帳
B
の
人
は
、
片
道
１
０
０
㌔

を
超
え
る
と
き
、
５
割
引

▼
バ
ス
運
賃

　
身
障
手
帳
と
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所

持
者
…
５
割
引

▼
有
料
道
路
通
行
料
金

　
身
障
手
帳
お
よ
び
療
育
手
帳

所
持
者
…
５
割
引（
事
前
申
請
が

必
要
）

▼
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業（
市

単
独
事
業
）

　
在
宅
で
生
活
し
て
お
り
、
自

動
車
税
な
ど
の
減
免
を
受
け
て

い
な
い
場
合
、
タ
ク
シ
ー
券
を

発
行
し
ま
す
。

【
利
用
で
き
る
事
業
所
】
西
根
観

光
タ
ク
シ
ー
、
平
舘
タ
ク
シ
ー
、

安
代
観
光
タ
ク
シ
ー
、
福
祉
タ

ク
シ
ー
こ
ま
ど
り
、
ら
く
ら
く

ケ
ア
タ
ク
シ
ー

※
ら
く
ら
く
ケ
ア
タ
ク
シ
ー

は
、
秋
田
県
内
で
乗
車
ま
た
は

降
車
す
る
場
合
に
限
り
利
用
で

き
ま
す
。

【
助
成
額
】
１
枚
６
０
０
円
、
年

間
最
大
24
枚
ま
で（
1
カ
月
経
過

す
る
た
び
に
２
枚
減
り
ま
す
）。

※
制
度
ご
と
に
、
利
用
条
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

❻
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

事
業

　
在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢
者

や
重
度
の
身
体
障
が
い
者
に

対
し
て
、
居
宅
を
訪
問
し
て

理
美
容
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
、
清
潔
で
衛
生
的
な
生
活

を
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
者　
在
宅
の
お
お
む

ね
65
歳
以
上
の
要
介
護
認
定

ま
た
は
重
度
身
体
障
が
い
者

で
理
美
容
院
に
出
向
く
こ
と

が
困
難
な
人

▼
利
用
料　
無
料（
年
４
回
）

❼
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ

ロ
ン

　
地
域
の
高
齢
者
と
住
民
が

気
軽
に
集
ま
り
、
ふ
れ
あ
い

を
通
し
て
生
き
が
い
づ
く

り
、
仲
間
づ
く
り
の
和
を
広

げ
、
地
域
の
介
護
予
防
の
拠

点
と
し
て
閉
じ
こ
も
り
や
機

能
低
下
を
防
ぐ
こ
と
に
よ

り
、
身
体
機
能
の
維
持
向
上

を
図
り
ま
す
。

▼
対
象
者　

65
歳
以
上
の

人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

▼
開
設
日　
月
１
回
を
基
本

■
問
い
合
わ
せ
先　
同
協
議

会（
☎
７
４
・
４
４
０
０
）

市
社
会
福
祉
協
議
会
で

実
施
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス

■問い合わせ先　健康福祉課高齢福祉係
（☎・内線1089、1097、1098）
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子
ど
も
は
家
庭
に
と
っ
て
も
、社
会
に
と
っ
て
も
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
が
、妊
娠
か
ら
出
産
、

そ
の
後
の
子
育
て
に
係
る
費
用
負
担
や
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
な
ど
、子
ど
も
を
育
て
る
家
庭
に
と
っ

て
は
、
不
安
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
は「
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
」を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
育
児
に
関
し
て
実
施
し
て
い
る
事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

 

育
　
児

出産祝い金の支給

　出産する１年前から市内に
住所を有し、養育している第
２子以降の子を出産した人に
対し、５万円の祝い金を支給
しています。

子育て短期支援事業

　保護者の疾病、出産、仕事
の都合などの事由により、子
どもの養育が一時的に困難と
なったとき、または経済的な
理由により緊急的に母子の保
護を要するときなどに、児童
養護施設（児童福祉施設）で一
定期間、養育および保護を行
います。
　市内に住む18歳未満の児
童などが対象です。

子育て支援ヘルパー派遣事業

　対象となる家庭からの申請
に基づき、ヘルパーを派遣し
家事援助や育児補助、病院や
健診への付き添いなどを行い
ます。
❶母子手帳交付後の妊婦がい
る家庭
❷１歳未満の乳児がいる家庭
❸３歳未満の２人以上の多
胎の子がいる家庭
❹３歳未満の子がいるひとり
親家庭

相談員の配置

　さまざまな悩みを持つ女性
の相談相手となり、一緒に解
決に努める婦人相談員。
　全ての子どもが心身ともに
健やかに成長し、幸せが守ら
れるように、家庭や児童に関
する相談を受ける家庭相談員。
　それぞれを配置して、相談
を受けています。

保育実施事業

　市内の保育施設は、公立保
育所が５カ所、私立保育園が
６カ所、小規模保育園が１カ
所あります。
　市は保育料の軽減に努めて
いますが、27年度の保育料は、
国の基準に対して64．6パーセ
ントの軽減となり、県下14市
で一番の軽減率となりました。

特別保育実施事業

　通常保育の他に次の保育を
実施しています。
・一時保育
・延長保育（午後６時以降保育）
・休日保育

児童遊園

　児童の健康を増進し、感情
豊かな心を育むことを目的に
市内４カ所に設置しています。
❶八坂❷舘山❸共新❹寺田

学童保育クラブ事業

　放課後児童の健全育成のた
め、下校後から午後６時半ま
で開設。また、長期休業期間
には午前8時から午後６時ま
で開設しています。
　それぞれのクラブごとに指
導員を配置しています。

つどいの広場事業

　大更学童保育クラブ施設内
に「たからっこ広場」、あしろ
学童保育クラブ施設内に「カ
ンガルー広場」を開設。子育て
アドバイザーを配置して子育
ての悩み相談や子育て支援事
業を行っています。就学前の
子どもであれば、家族付き添
いの上、誰でも利用できます。

■
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
福
祉
課
児
童
福
祉
係

（
☎
・
内
線
１
１
０
１
〜
１
１
０
８
）

お気軽にご利用できます（カンガルー広場）

3
2017 焼走り熔岩流まつり&
第10回焼走り旧車ミーティングin八幡平

　「₂₀1₇熔岩流まつり」と「第1₀回旧車ミーティング
in八幡平」が開催されます。楽しいイベントが盛り
だくさん！ぜひお越しください。
■日時　６月1₈日㈰午前９時から午後２時半まで
　　　　（熱気球空中体験は午前５時から1₀時まで、
　　　　天候により時間を変更する場合があります）
■場所　岩手山焼走り国際交流村特設会場
■内容　 ▶クラシックカーや旧車の展示▶こぶた

レ ー ス ▶三浦わたるさん、眞
ま そ の

園みほさんの
歌謡ショー▶盛岡ベンチャーズライブ▶ハ
チマンタイラーとのじゃんけん大会▶コマ
クサ杜仲茶ポークの料理屋台▶熱気球空中
体験など（有料）

■問い合わせ先　岩手山焼走り国際交流村
　　　　　　　　（☎₇₆︲₂₀1₃）

㊧名車やクラシック
カーがずらり
㊦こぶたレースで

「杜仲茶ポーク」を
ゲットしよう

※イベント期間中は、焼走りの湯入浴料が特別割引
となります【大人₄₅₀円、小学生₂₀₀円（小学生未満は
無料）】

◆
受
賞
フ
ァ
イ
ル

平
成
₂₉
年
春
季
交
通
安
全
功

労
者
・
優
良
交
通
団
体
・
優

良
運
転
者
表
彰
式（
４
月
₂₇

日
、岩
手
警
察
署
）

■
県
警
察
本
部
長
・県
交
通

安
全
協
会
長
連
名
表
彰

▼
交
通
安
全
功
労
者　

堀

江
幸さ
ち
こ子（
細
野
）、
工
藤
則の
り
こ子

（
高
宮
）

▼
優
良
運
転
者　
三
浦
政ま
さ
の
り則

（
日
瀬
通
）、佐
々
木
幸さ
ち
こ子（

上

関
）、工
藤
政ま
さ
え
つ悦（
駅
前
）、上

林
正た
だ
し（
下
町
三
区
）、
山
口

光み
つ
お男（
上
野
駄
）、
佐
々
木

久ひ
さ
お夫（
野
駄
）

■
岩
手
警
察
署
長
・
北
岩
手

交
通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰

▼
優
良
運
転
者　
吉
田
勘か
ん
い
ち一

（
南
平
笠
）、髙
橋
い
ず
み（
小

福
田
）、
柴
田
富と
み
お雄（

下
町
二

区
）、竹
田
正ま
さ
と人（

渋
川
）、伊

藤
和か
ず
の
り則（

椛
沢
）、
佐
々
木

敏と
し
こ子（

野
駄
）、乙
部
一か
ず
お男（

上

野
駄
）、
佐
々
木
由よ
し
み巳（
野

駄
）、
工
藤
靖や
す
み美（
松
尾
）

以
上（
敬
称
略
）

〝
い
き
い
き
岩
手
〞
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー「
ｉ
–
サ
ポ
」

入
会
登
録
料
の
半
額
を
補
助
し
ま
す

◆
入
会
登
録
料
を
半
額
補
助

　
市
は
、
独
身
男
女
の
結
婚
を
支
援

す
る
た
め
〝
い
き
い
き
岩
手
〞
結
婚

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー「
ｉ
︲
サ
ポ
」の

入
会
登
録
料
を
半
額
補
助
し
ま
す
。

■
対
象
者　
次
の
①
か
ら
③
ま
で
の

全
て
を
満
た
す
人

①
市
に
住
民
登
録
し
て
い
て
、
婚
姻

し
て
い
な
い
人
②「
ｉ
︲
サ
ポ
」に
登

録
し
て
い
る
人
③
市
税
の
滞
納
が
無

い
人

■
補
助
額　

入
会
登
録
料
１
万
円

（
２
年
間
有
効
）の
半
額（
５
千
円
）※

１
人
に
つ
き
１
回
限
り
の
補
助
で
す
。

■
補
助
金
の
申
し
込
み
方
法　
「
ｉ

︲
サ
ポ
」に
入
会
登
録
後
、次
の
①
か

ら
③
ま
で
の
書
類
を
市
役
所
地
域
福

祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。郵
送

に
よ
る
申
請
も
可
能
で
す
。

①
補
助
金
交
付
申
請
書
兼
請
求
書
②

入
会
登
録
料
領
収
書
の
写
し
③
本
人

確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）の
写
し

■
申
込
期
限　
入
会
登
録
日
か
ら
３

カ
月
以
内

■
補
助
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
地
域
福
祉
課
福
祉
総
務
係

（
☎
・
内
線
１
１
１
４
）

◆「
ｉ
︲
サ
ポ
」と
は
？

　
県
や
市
町
村
、主
要
団
体
と
連
携

し
、公
益
社
団
法
人
い
き
い
き
岩
手

支
援
財
団
が
運
営
し
て
い
る
結
婚

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
す
。会
員
登

録
制
に
よ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を

行
い
、理
想
の
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

◆「
ｉ
︲
サ
ポ
」会
員
登
録
方
法

　
「
ｉ
︲
サ
ポ
」会
員
の
登
録
手
続

き
は
、ｉ
︲
サ
ポ
盛
岡
で
実
施
し
て

い
ま
す
。手
続
き
を
す
る
際
は
、電

話
予
約
が
必
要
で
す
。

■
開
所
時
間　
平
日
は
午
前
10
時

か
ら
午
後
７
時
ま
で
、土
・
日
曜
日

は
午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

■
場
所　
盛
岡
市
菜
園
１
︲
３
︲

６　
農
林
会
館
６
階

■「
ｉ
︲
サ
ポ
」に
関
す
る
予
約
・

問
い
合
わ
せ
先　
ｉ
︲
サ
ポ
盛
岡

（
☎
０
１
９・６
０
１・９
９
５
５
）
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　市は「ふるさとＣＭ大賞 ｉｎ ＩＷＡＴＥ 2017」（岩
手朝日テレビ主催）への出展作品を募集します。
■内容　市の魅力を表現した15秒のＣＭ。テーマ
は問いませんが、未発表のものとします。
■規格　ＨＤ（16：９）を基本とします。作品は、
DVDもしくはブルーレイディスクで提出ください。
■参加申込期限　６月15日㈭
■作品提出期限　９月29日㈮
■番組収録日（予定）　11月26日㈰
■収録場所　アイーナ（いわて県民情報センター）
■賞品　応募者、市の代表作品の製作者には、市か
ら市共通商品券を差し上げます。ふるさとＣＭ大賞
で入賞すると、最大で２万円分の商品券を差し上げ
ます。また、代表作品のＣＭは入賞の有無に関わら

市
代
表
作
品
の
製
作
者
は
審
査

会
の
テ
レ
ビ
収
録
に
出
演（
昨
年

の
審
査
会
、
₂₈
年
11
月
₂₇
日
）

ず放送されます。　※ＣＭ制作に当たり、特別協賛
企業のキヤノンマーケティングジャパン㈱より、撮
影用機材【一眼デジタルカメラ（EOS 70D）】の貸し
出しを受けられる場合があります。
■問い合わせ先　企画財政課広報広聴係（☎・内
線1201）

ふるさとＣＭ大賞で市の魅力をアピールしよう

■職種、採用予定人数および受験資格

職　種 採用予定
人数 受 験 資 格 試験日と会場

初級事務 若干名 高校卒業以上（平成₃₀年３月末
までに卒業見込み含む）で、平成
２年４月２日（大学院卒業また
は卒業見込みの人は、昭和₆1年
４月２日）以降に生まれた人

９月1₇日㈰
岩手大学教育
学部棟

初級土木 1人

初級事務
（身体障が
い者対象）

1人

高校卒業以上（平成₃₀年３月末
までに卒業見込み含む）で、昭和
₅₈年４月２日以降に生まれ、次
の全ての要件を満たす人
・自力通勤ができ、介護者なし
に一般事務職の職務遂行が可能
な人
・身体障害者手帳の交付を受け
ている人
・活字印刷文による教養試験や、
口頭面接試験に対応可能な人

社会福祉士 1人
社会福祉士資格（平成₃₀年３月末
までに取得見込み含む）を有し、昭
和₆1年４月２日以降に生まれた人

保育士 若干名
保育士資格と幼稚園教論免許の
両方（平成₃₀年３月末までに取得
見込み含む）を有し、平成２年４
月２日以降に生まれた人

作業療法士 1人
作業療法士免許（平成₃₀年３月末
までに取得見込み含む）を有し、昭
和₆1年４月２日以降に生まれた人

９月₂₈日㈭
西根病院

『
八
幡
平
市
を
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
に
し
た
い
！
』

一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
か
？

　市は、平成30年度採用予定の市職員採用試験を
次のとおり行います。

市職員採用試験実施します ■申し込み方法　受験申込書に必要事項を記入の
上、申し込みください。
■申込期間　６月8日㈭から8月10日㈭まで　
郵送の場合も8月10日必着です。ご注意ください。
■受験案内など　「受験案内」や「受験申込書」は、

市役所総務課、西根・安代両総合支所
に備え付けてあります（市ホーム
ページにも掲載しています）。
　「受験案内」や「受験申込書」の郵送
を希望する場合は、封筒に「職員採用
試験案内請求」と朱書きし、92円切手
を貼った宛先明記の返信用封筒を同
封の上、総務課（〒028-7397、八幡平
市野駄21-170）宛てにお早めにお送
りください。
■問い合わせ先　総務課（☎・内線
1231）

平成₂₉年度まちづくり出前講座一覧表
ɴｏ 講　座　名 内容など [所要時間] 担当課など 内 線

1 八幡平市のこれからの1₀年
を考える

新たな市総合計画を紹介し、これから市の1₀年について意見
交換します。[₆₀分]

企画財政課

1₂1₀

２ 人口減少問題とこれからの
地域づくり

これまでの人口の増減状況、各集落の人口状況をもとに、今
後の対応や集落の在り方を意見交換します。[₆₀分～9₀分] 1₂₀₇

３
みんなで考えよう「農（みの
り）と輝（ひかり）の大地の
エネルギー

市内で行われている地熱発電所開発の状況や市内のクリー
ンエネルギー発電の現状と再生可能エネルギーの活用につ
いて考えます。[₆₀分]

1₂₀9

４ 八幡平市の財布 市の財政状況について [₂₀分] 1₂₀₂
５ 地熱が支える農（みのり）と

輝（ひかり）
市内の地熱発電所の歴史を学び、これからの活用について考
えます。[₆₀分] 1₂₀9

６「生涯活躍のまち」実現に向
けて

移住者が市民として、やすらぎと生きがいのある暮らしの実
現に向けた取り組みを紹介します。[₆₀分] 1₂₀₇

７ 防災講座 災害への備えや防災マップの活用について [₃₀分～₆₀分] 防災安全課 1₂₆₄
８ 八幡平市の公共交通政策に

ついて 市の市民バス政策を紹介します。[₆₀分]

地域振興課

11₄₃

９ みんなが進める男女共同参
画

男女共同参画とは？　市男女共同参画ネットネットワーク
の活動について紹介します。[₆₀分～9₀分] 11₅₂

1₀ 体験‼ ニュースポーツ教室 レッツ！エンジョイ！老若男女問わず気軽に楽しく交流の
できるニュースポーツを体験 [₆₀分～1₂₀分] 11₄₅

11 トレーニングルームを活用
しよう！

市総合運動公園トレーニングルームで、トレーニング機器の
操作方法を学び健康維持に役立てよう。[₃₀分]

市体育協会 ₇₀︲1₆₀₀
1₂

水中ウオーキング教室 ( プ
ール営業時 )・ノルディック
ウオーキング教室

健康維持に役立つウオーキングの方法を紹介します。[₆₀分
～1₂₀分]

1₃ 八幡平市の観光 市の観光振興施策について [₃₀分] 商工観光課 1₃1₆

1₄
知っておきたい悪質商法～
騙されないために、騙され
たら～

悪質商法の被害に遭わないために知っておきたいこと、悪質商
法に引っかかったときの相談先 [₃₀分～₆₀分]

市民課 1₀₆₇1₅ 人権擁護委員のお仕事 人権擁護委員の役割、活動紹介 [₃₀分]
1₆ 八幡平市の環境を守ろう ごみ処理の現状とごみ減量化の取り組みと省エネや再生可能

エネルギーについて [₃₀分～₆₀分]
1₇ 自分のからだをチェックし

よう
体組成測定で内脂肪レベル、筋肉量、体内年齢をチェックしま
す。[₃₀分～₆₀分]

健康福祉課 1₀₈1

1₈ あなたの地区の健康問題ご
存知ですか？

健診の統計から各地区の傾向が見えてきます。それをヒント
に、これからの健康を考えてみませんか。[₆₀分～9₀分]

19 いのちの門番「ゲートキー
パー」ミニ講座

悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聴いて必要な支援につな
げ、見守る人「ゲートキーパー」について学びます。[₆₀分～9₀分]

₂₀ 高齢者の肺炎球菌ワクチン
予防接種について

高齢者の死亡原因第1位「肺炎」の原因のひとつである肺炎球菌
と、その予防接種についてお話します。[₃₀分～₆₀分]

₂1
おじいちゃん、おばあちゃ
ん出番です！～孫の歯を立
派に育てましょう～

小さな子どもが虫歯になるにはワケがあります。大事な歯を守
るために必要なことを学びます。[₆₀分～9₀分]

₂₂ 認知症予防について 認知症の理解と予防について、学んでみませんか。[₆₀分] 地域包括支援
センター 1₀91

₂₃ 障がい福祉について 市の障害福祉サービス全般について [₃₀分～₆₀分] 地域福祉課 1₀₇9
₂₄ 子育て支援について 市の子育て支援について [₃₀分～₆₀分] 11₀₆
₂₅ 老年期の運動療法について 転倒や腰痛予防などに必要な運動について、理学療法士が実技

を交えながらお話しします。[₆₀分] 西根病院 ₇₆︲₃111
₂₆ 肥満は生活習慣病のもと 太りにくい体をつくるための食事や生活習慣について、管理栄

養士がお話しします。[₃₀分]

■
幅
広
い
講
座
を
開
催
中

　
市
が
日
頃
行
っ
て
い
る
業
務
を
地
域
の

皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
で

は
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
を
開
講
中
で
す
。

　
市
政
全
般
を
は
じ
め
、
健
康
に
関
す
る

こ
と
な
ど
、
幅
広
い
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
お
早
め
に
申
し
込
み
を

　
出
前
講
座
は
、
市
内
に
在
住
、
通
勤
ま

た
は
通
学
し
て
い
る
お
お
む
ね
10
人
以
上

の
団
体
で
あ
れ
ば
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

　
講
座
一
覧
表
の
中
か
ら
希
望
の
講
座
を

選
び
、仮
予
約
を
し
た
後
、会
場
を
決
め
、

受
講
希
望
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
申
込
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
日
程

な
ど
を
調
整
し
ま
す
。

■
そ
の
他

　
❶
出
前
講
座
の
開
催
時
間
は
２
時
間
以

内
で
、
開
催
場
所
は
原
則
、
市
内
に
限
り

ま
す
。❷
材
料
費
な
ど
が
必
要
な
場
合
は
、

受
講
者
負
担
と
な
り
ま
す
。
❸
西
根
病
院

の
項
目
に
つ
い
て
は
、
医
療
現
場
の
状
況

に
よ
り
、
受
講
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
❹
一
覧
表
に
な

い
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
、
地
域
振
興
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
振
興
課
生
涯
学

習
係（
☎
・
内
線
１
１
５
２
）

ま
ち
づ
く
り

出
前
講
座

29年度
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市
は
、
狩
猟
免
許
を
新
規
に
取
得
す
る

際
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
対
象
者　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
②
狩
猟
免
許

を
新
た
に
取
得
し
た
人
③
狩
猟
免
許
取
得

後
、
市
猟
友
会
に
入
会
し
、
か
つ
市
鳥
獣

被
害
対
策
実
施
隊
に
入
隊
す
る
人
④
市
税

の
滞
納
が
無
い
人

■
補
助
対
象　
❶
第
１
種
銃
猟
免
許
❷
わ

な
猟
免
許（
平
成
29
年
度
取
得
の
も
の
）

■
対
象
経
費　
受
験
料
、
申
請
手
数
料
、

医
師
の
診
断
書
料
、
教
習
実
費
な
ど

■
補
助
額　
経
費
合
計
額
の
２
分
の
１
ま

で
。
ま
た
、
上
限
額
は
❶
が
５
万
円
、
❷

が
１
万
円

■
申
請
期
間　
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
日

か
ら
３
カ
月
以
内

■
必
要
書
類　
①
取
得
し
た
狩
猟
免
許
の

写
し
②
経
費
に
係
る
領
収
書
な
ど
の
写
し

③
猟
友
会
に
入
会
し
た
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
④
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
入
隊
の

誓
約
書

■
問
い
合
わ
せ
先　

農
林
課
林
業
係

（
☎
・
内
線
１
３
３
９
）

■予備講習会　試験前に無料の予備講習会（７月
２日㈰、8月26日㈯、11月19日㈰）を実施していま
す。申し込みなどは、（公社）県猟友会（☎019-622-
2358）まで
■試験内容　①知識試験②適正試験③技能試験
■受験手数料　１件5,200円（県収入証紙で納付）
■提出書類　▶狩猟免許申請書▶受験票▶本人確
認書類の写し▶返信用封筒および切手（狩猟免状
の郵送を希望する人のみ）▶医師の診断書
■申し込み・問い合わせ先　盛岡広域振興局保健
福祉環境部（☎019-629-6564）
※県や県猟友会のウェブページで、試験や予備講
習会についての詳細を確認することができます。

狩
猟
免
許
新
規
取
得
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

日　付 時　間 場　所 申 請 期 間

７月９日
㈰

午前９時
から午後
５時まで

県消防学校
（矢巾町）

５月22日㈪から
６月23日㈮まで

９月10日
㈰

７月24日㈪から
8月25日㈮まで

12月10日
㈰

岩手大学学
生センター

（盛岡市）
10月23日㈪から
11月24日㈮まで

■日時、場所など

◎ ₂9年度狩猟免許試験について

国保税の納税通知書を７月中旬に発送します

▶国民健康保険税とは　国民健康保険（国保）は、
病気やけがをしたときに安心して医療を受けられ
るように、加入者が国保税を負担し、お互いに助
け合う制度です。国保は、加入者一人一人が被保
険者ですが、国保税は世帯ごとに算定します（右下
の表参照）。納税通知書は、国保に加入している人
の世帯の世帯主宛てに、７月中旬頃に送付します。
▶資格に異動があるとき　国保税は、国保資格の
異動届け出に基づいて計算されますので、社会保
険など他の健康保険に加入したときには、14日以
内に届け出が必要です。市民課の窓口で忘れずに
届け出をしてください。
▶申告がお済みでない方へ　国保税は、前年の所
得を基に計算するため、確定申告などが済んでい
ないと、正しい算定ができない場合や、軽減が受
けられない場合があります。収入の有無に関わら
ず、世帯主と加入者全員の申告が必要です。
▶納付が困難な人はご相談を　災害や疾病、失業
など、やむを得ない事情がある場合は、分割納付
や減免などの相談に応じています。お早めにご相

談ください。
▶問い合わせ先　国保の資格については市民課国
保年金係（内線1069～1073）、国保税については税
務課市民税係（内線1127）、納付の相談は税務課収
納係（内線1128～1130）まで。

表　国民健康保険税の税率

区　分
医療給付費

分
後期高齢者
支援金等分

介護納付金
分

加入者全員 ₄₀～₆₄歳

Ａ 所得割（前年の所
得に応じて計算） ₇．₀₀％ ₂．₃₀％ 1．₈₀％

Ｂ 資産割（固定資産
税に応じて計算） ₂₆．₀₀％ ₅．₀₀％ ₇．₀₀％

Ｃ 均等割（加入者1
人当たりの額） ₂₀︐₀₀₀円 ₇︐₀₀₀円 ₇︐₇₀₀円

Ｄ 平等割（1世帯当
たりの額） ₂₆︐₀₀₀円 ₆︐₅₀₀円 ₇︐₀₀₀円

課税限度額 ₅₄万円 19万円 1₆万円

国民健康保険税（年額）＝医療給付費分（A+B+C+D）
+後期高齢者支援金等分（A+B+C+D）+介護納付金分
（A+B+C+D）

　
市
教
育
振
興
運
動
推
進
協
議
会
で
は

「
三
行
詩
」を
募
集
し
ま
す
。

　
「
三
行
詩
」と
は
、
３
行
程
度
の
短
い

詩
の
こ
と
で
、
俳
句
や
川
柳
の
形
式
で

作
成
す
る
も
の
や
、
３
行
に
こ
だ
わ
ら

な
い
短
文
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
素
敵
な
姿
、
親
子
の

日
常
の
会
話
、
心
が
ほ
っ
こ
り
す
る
出

来
事
を
３
行
程
度
の
短
文
に
、
思
っ
た

ま
ま
、
感
じ
た
ま
ま
に
書
き
表
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
募
集
区
分　
八
幡
平
市
の
小
学
生
・

中
学
生
・
高
校
生
、
市
民
一
般

■
募
集
方
法　
❶
各
実
践
区
事
務
局

（
各
小
学
校
）❷
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
❸
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
総
務

課
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に
、氏
名
、

年
齢（
学
年
）、
実
践
区
名
、
住
所
、
電

話
番
号
、
三
行
詩（
短
文
）な
ど
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
❶
か
ら
❸
の
い
ず
れ

か
の
窓
口
に
応
募
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
１
作
品
に
つ
き
１
枚
と

し
ま
す
。

■
募
集
期
間　
６
月
１
日
㈭
か
ら
９
月

29
日
㈮
ま
で

■
表
彰　
入
選
作
品
は
、市
教
育
振
興
運

動
推
進
大
会
で
表
彰
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
教
育
委
員
会
事
務

局
教
育
総
務
課
学
事
係（
☎
・
内
線
１

３
６
６
、
１
３
６
４
）

三
行
詩 

た
く
さ
ん
の
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　平成28年度に文部科学省が実施
した『「楽しい子育て全国キャン
ペーン」～家庭で話そう！我が家
のルール・家族のきずな・命の大
切さ～』の優秀作品の一部を紹介
します（敬称略）。
■文部科学大臣賞
◆小学生の部　柳通 陽来
勉強も運動も一番になれたことな
い　でもぼくは、お父さんとお母
さんの一番なんだって。
◆中学生の部　石井 優斗
母に、今何時と聞いた時、
あなたが大事と思わぬ答え
◆一般の部　安田 綾
吹雪く朝「バス遅いね」と呟くと
大丈夫その分一緒にいられるよ！
幼いあなたの心はいつも温かい

「三行詩」の作品例

　市は、人材・青少年の育成、交流事業に対する
経費の一部を予算の範囲内で補助しています。
■対象事業
❶研修会等開催事業
　各種団体が、その分野の人材を育成するために
研修会や講演会などを開催（参加者からの会費な
どによる収益を差し引いた経費のうち、1/2に相
当する額以内で、50万円を上限）　
❷国内外研修事業
　個人が、市内の団体や国、県などの主催する研

修会(国外を含む)に参加（個人が支払う経費で直
接研修に要する費用の1/2に相当する額以内で10
万円を上限）　
❸青少年派遣研修事業
　20歳未満の青少年を市長が認める研修に派遣

（派遣される青少年が負担する経費のうち1/2に
相当する額以内で１人につき25万円を上限）　
❹国際交流事業
　団体が、国際親善、国際理解のために国際交流
事業を実施（事業実施団体に支援金として50万円
を限度に補助）
■申込期限　事業実施の１カ月前
■問い合わせ先　地域振興課生涯学習係（☎・内
線1152）

人材人材・・青少年育成青少年育成のためのためのためのためのためのため
補助金補助金をを活用活用しましょうしましょう

　
市
は
、
左
記
の
日
程
で
消
防
演
習
を
実

施
し
ま
す
。

　
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救
助
訓
練

や
空
高
く
掲
げ
ら
れ
た
バ
ル
ー
ン
を
標
的

に
、
迫
力
の
あ
る
一
斉
放
水
訓
練
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
観
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
６
月
25
日
㈰　
午
前
7
時
40
分

か
ら
正
午
ま
で

■
場
所　
松
尾
総
合
運
動
公
園
多
目
的
運

動
場

■
問
い
合
わ
せ
先　
防
災
安
全
課
消
防
防

災
係（
☎・
内
線
１
２
６
６
）

市消防演習を実施します

市役所からのHOT LINE
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６月19日～７月23日

月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相 談 名 日 時 場 所 担当（予約先）
盛岡消費生活センター
出前相談会（要予約）

７月11日㈫
1₃：₀₀～1₆：₀₀ 市役所本庁舎 市民課

（☎・内線1₀₆₆ ）

年金相談（要予約） ７月1₃日㈭
1₀：₀₀～1₅：₃₀ 市役所多目的ホール棟 盛岡年金事務所

（☎₀19︲₆₂₃︲₆₂11）
※　人権相談、定例行政相談はカレンダー内に記載しています
くらしとお金の安心
相談会（要予約）

７月₂1日㈮
1₀：₀₀～1₅：₀₀ 市役所本庁舎 市民課

（☎・内線1₀₆₆ ）

市税納期（納期限７月₃1日）　固定資産税（第２期）、国民健康保険税（第１期）

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）
市 内 鹿角（市外局番 ₀₁₈₆）

吉田内科呼吸器科医院（☎₇₀︲11₀₀） かづの厚生病院（☎₂₃︲₂111）
西根病院（☎₇₆︲₃111） 福永医院（☎₃₅︲₃11₇）
東八幡平病院（☎₇₈︲₂₅11） 長橋医院（☎₂₃︲₇₆1₂）
平舘クリニック（☎₇₄︲₃1₂₀） 大湯リハビリ病院（☎₃₇︲₃₅11）
八幡平こどもクリニック（☎₇₅︲₂₆₃₂）

岩手医大・県立中央病院の出張診療日
病 院 名 診 療 科 目 診 療 日 時

西 根 病 院（☎₇₆︲₃111）

呼　吸　器 第３月曜日　　　14：00～
血　　　液 第３水曜日　　　1₄：₀₀～
神　　　経 第３木曜日　　　1₄：₀₀～
糖　尿　病 毎週火曜日　　　午前中
循　環　器 第２・４水曜日　1₀：₀₀～

安代診療所（☎₇₂︲₃11₅） 外　　　科 毎週木曜日　　　午前中
※　西根病院の出張診療は、内科で初診を受け、医師が必要と判断した場合、

次回から予約受診になります。診療日は変更する場合があります。電話で事前
確認願います。

※コミセンは、コミュニティセンターの略称です。
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休日当番薬局　　（当番日はカレンダー内に記載しています）
市 内 鹿角（市外局番 ₀₁₈₆）

スマイル薬局（☎₇₅︲₂₈₇1） 黒沢薬局（☎₃₅︲₃₂₀₀）※日曜・祝日開局
あさひ薬局西根中学校前店（☎₇₀︲₂₃11） 村木薬局（☎₂₂︲₀₃₇₂）※日曜開局
柏台薬局（☎₇1︲1₀₀1） ファーマックスかづの薬局（☎₃₀︲₀₀₃₃）
白樺薬局（☎₇₄︲₃₃₆₃） 日本調剤薬局（☎₃₀︲119₃）
大更調剤薬局（☎₇₀︲1₃₂₀） ヘルシークラブ厚生病院前薬局（☎₃₀︲₀₀₈₀）
つぐみ薬局（☎₇₆︲₂9₀₀）

市税納期（納期限６月₃0日）　市県民税（第１期）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■地域振興課＝定例行政相談　
9：30～12：00（市役所本庁舎）
■大更コミセン＝大更ふれあ
い大学開校式（お楽しみ一座
ショー）　10：00～12：00
■図書館＝近代日本史を学ぶ
会　13：30～15：00

■図書館休館日
■松尾コミセン＝芸術文化講
座　7：45～（宮城県仙台市）
■西根総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（西根地区市
民センター）
■安代総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（安代総合支
所）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■地域振興課＝第12回八幡平
市長杯ゲートボール大会　
8：30～ 16：00（アリーナまつ
お）
■寺田コミセン＝健康体操教
室⑤　13：30～15：00

■健康福祉課＝総合健診【受
付】　7：00～9：30（寺田コミセ
ン）
■寺田コミセン＝▶幼児映画
会　10：00～10：30（寺田保育
所）▶子ども映画会　15：20～
16：00

■寺田コミセン＝自然を歩
こう②森吉山登山　6：00～
19：00（秋田県森吉山）
■健康福祉課＝総合健診【受
付】　7：00～9：30（寺田コミセ
ン）

■議会事務局＝市議会６月
定例会・休会（予定）

■議会事務局＝市議会６月
定例会・議案審議（予定）

■議会事務局＝市議会６月
定例会・休会（予定）

■議会事務局＝市議会６月
定例会・委員長報告（予定）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■健康福祉課＝乳幼児健康相
談離乳食講習【受付】　9：30～
9：50（市役所多目的ホール棟）
■健康福祉課＝もうすぐパパ
ママ教室【受付】　9：40～
10：00（市役所多目的ホール棟）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■平舘コミセン＝トレッキン
グ講座「八幡平山頂自然散策｣　
8：30～16：00（八幡平山頂）

■大更コミセン＝子ども映画
会　15：30～16：30

■健康福祉課＝親子教室【受
付】　9：40～9：55（市役所多目
的ホール棟）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■図書館休館日
■博物館休館日
■健康福祉課＝総合健診【受
付】　7：00～9：30（安代地区体
育館）
■平舘コミセン＝映画会　
10：30～11：30（平舘保育園）

■図書館休館日
■健康福祉課＝乳児健診【受
付】　13：00～13：15（市役所多
目的ホール棟）
■大更コミセン＝唄と盆踊り
の教室　19：00～21：00

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝３歳児健診
【受付】　13：00～13：30（市役
所多目的ホール棟）
■松尾コミセン＝移動図書　
13：15～15：05（松尾地区内）
■寺田コミセン＝健康体操教
室⑥　13：30～15：00

■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～14：55（松尾地区内）
■寺田コミセン＝茶道教室寺
子屋②　15：30～17：00
■大更コミセン＝唄と盆踊り
の教室　19：00～21：00

■健康福祉課＝ミニドック健
診【受付】　7：00～9：30（安代
地区体育館）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

■博物館休館日
■市民課＝人権相談 9：₀₀～
1₂：₀₀（市役所本庁舎、西根地
区市民センター、若者セン
ター）
■図書館＝あみぐるみ教室　
10：00～15：00

■図書館休館日
■健康福祉課＝１歳児健診
【受付】　13：00～13：15（市役
所多目的ホール棟）
■荒屋コミセン＝移動図書　
13：00～14：50（荒沢地区）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝▶２歳６カ
月児健診【受付】　9：00～
9：15（市役所多目的ホール
棟）▶１歳６カ月児健診【受
付】　13：00～13：30（市役所多
目的ホール棟）
■荒屋コミセン＝移動図書　
11：40～14：50（田山地区）

■広報はちまんたい発行日 ■松尾コミセン＝輝楽大学
グラウンドゴルフ　9：00～
12：00（松尾総合運動公園）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■海の日 ■図書館休館日
■博物館休館日
■地域振興課＝定例行政相談　
9：30～12：00（市役所本庁舎）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝子宮頸がん・
乳がん検診【受付】　9：00～
10：00（柏台地区センター）、
13：30～14：30（田頭コミセン）
■寺田コミセン＝健康体操
教室⑦　13：30～15：00

■地域振興課＝第12 回八幡
平市民グラウンド・ゴルフ大
会　8：30～13：30（松尾総合運
動公園）
■健康福祉課＝子宮頸がん・
乳がん検診【受付】　9：00～
10：00（寺田コミセン）、13：30～
14：30（平舘コミセン）
■西根総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（西根地区市
民センター）
■安代総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（田山コミセ
ン）
■図書館＝▶読書マラソン開
始　※12月28日まで▶本のク
リニック　10：00～15：00

■大更コミセン＝大更ふれ
あい大学「震災復興視察」　
8：30～19：00（久慈市・宮古
市）
■ 図 書 館 ＝ 夏 の 映 画 会　
19：30～ 20：30

▶当番医（市内）西根病院・
（鹿角）大湯リハビリ病院▶当
番薬局（市内）大更調剤薬局・
（鹿角）黒沢薬局

小児救急病院
（こども）

小児救急病院
（医　大）

■市役所閉庁日
■図書館＝おはなしのじかん　
14：30～15：00

■市役所閉庁日
■防災安全課＝市消防演習　
7：40～12：00（松尾総合運動公
園多目的運動場）

▶当番医（市内）吉田内科呼吸
器科医院・（鹿角）かづの厚生
病院▶当番薬局（市内）スマイ
ル薬局・（鹿角）ファーマック
スかづの薬局

小児救急病院
（こども／中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■市役所閉庁日
■商工観光課＝岩手山山開き
（神事は6：00から焼走り登山
口）
■健康福祉課＝総合健診【受
付】　7：00～9：30（柏台小学校）
■図書館＝新刊子どもの本を
読む会　10：00～11：30
■大更コミセン＝唄と盆踊り
の教室　19：00～21：00

■市役所閉庁日
■地域振興課＝第26回岩手山
焼走りマラソン全国大会　
9：00開始（焼走り国際交流村）

▶当番医（市内）西根病院・
（鹿角）福永医院▶当番薬局
（市内）あさひ薬局西根中学校
前店・（鹿角）日本調剤薬局

小児救急病院
（こども／医　大）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■健康福祉課＝ミニドック健
診【受付】　7：00～9：30（安代
地区体育館）
■商工観光課＝第29回大更
ガーデンフェスティバル　
11：00~21：00（フーガの広場）
■図書館＝おはなしのじかん　
14：30～15：00
■大更コミセン＝ガーデンフェ
スティバル仮装盆踊り大会【受
付】　19：00（フーガの広場）

■市役所閉庁日
■図書館＝T o m ＆T a m 
Story Time　11：00～11：30

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）かづの厚生病院▶
当番薬局（市内）柏台薬局・
（鹿角）ファーマックスかづの
薬局

小児救急病院
（こども／医　大）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■図書館＝八幡平短歌会　
13：00～15：30

■市役所閉庁日

▶当番医（市内）平舘クリニッ
ク・（鹿角）長橋医院▶当番薬
局（市内）白樺薬局・（鹿角）ヘ
ルシークラブ厚生病院前薬局

小児救急病院
（こども／中　央）

小児救急病院
（医　大）

■市役所閉庁日
■図書館＝おはなしのじかん　
14：30～15：00

■市役所閉庁日

▶当番医（市内）八幡平こども
クリニック・（鹿角）かづの厚
生病院▶当番薬局（市内）つぐ
み薬局・（鹿角）ファーマック
スかづの薬局
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休日救急当番医に変更があります
広報はちまんたい５月11日号（№₂₆₃）の1₂㌻『暮らしの情報カレンダー』で６月1₈日
㈰の当番医（鹿角）が「村木医院」から「大里医院」に変更になりましたのでお知らせ
します。

小児救急入院受入当番病院
病 院 名 電 話 番 号 当 番 日

岩手県立中央病院（中央） ₀19︲₆₅₃︲11₅1
カレンダー内の
日付右側に毎日
掲載しています

岩手医科大学付属病院（医大） ₀19︲₆₅1︲₅111
盛岡赤十字病院（日赤） ₀19︲₆₃₇︲₃111
川久保病院（川久保） ₀19︲₆₃₅︲1₃₀₅

もりおかこども病院（こども） ₀19︲₆₆₂︲₅₆₅₆ 土曜日（祝日含）
13：00～17：00

盛岡市夜間急患診療所【内科、小児科】
（盛岡市神明町₃︲₂9、盛岡市保健所） ₀19︲₆₅₄︲1₀₈₀ 全日

19：00～23：00
平　日
土曜日

▶日中→かかりつけ医　▶19：00～23：00→盛岡市夜間急患診療所
▶上記の時間帯以外→小児救急入院受入当番病院

日曜日
祝　日

▶ 9：00～17：00→休日救急当番医　▶19：00～23：00→盛岡市夜間急患
診療所　▶上記の時間帯以外→小児救急入院受入当番病院

※　時間外の受診は小児救急入院受入当番病院に集中し、重症な子どもの治療に
支障を来す恐れがあります。まずは盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
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　3月24日に市役所健康福祉課より対
象者に案内していた市成人健診日程表
で７月19日㈬の会場を「柏台コミュニ
ティセンター」と記述しましたが、正し
くは「柏台地区センター」でした。
　おわびして訂正します。

成人健診日程表のおわびと訂正

食品内容量を測定する 
モニターを募集します

　県では、食品販売に係る計量モ
ニターを５人募集します。
■内容　７月15日㈯から8月14
日㈪までの１カ月間、自費で購入
した対象商品の内容量を測定し、
日誌に記入
■説明会日時・会場　７月14日
㈮午後１時半から２時半まで・市
役所多目的ホール棟
■謝礼　5,000円
■申込期限　６月22日㈭
■問い合わせ先　市役所商工観光
課商工労政係（☎・内線1318）

国の財政支える 
税務職員を募集

　仙台国税局では、税務職員（高校
卒業程度）を募集します。
■受験資格　▶高校卒業見込みの
人および高校卒業後３年を経過し
ていない人▶人事院が前述に掲げ
る人と同等の資格があると認めら
れる人
■申込期間　６月19日㈪から28
日㈬まで
■申し込み方法　インターネット
申し込みとする。国家公務員試験
採用情報NAVI（http://www.
jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm)
■第1次試験日　９月３日㈰
■問い合わせ先　同局人事第二課
試験研修係（☎022-263-1111内
線3236）

労働安全衛生法に基づく 
平成29年度出張特別試験

　公益財団法人安全衛生技術試験
協会東北安全衛生技術センターで
は、出張特別試験を実施します。
■試験日　8月19日㈯
■試験会場　岩手産業文化セン
ター（アピオ）
■試験の種類　一級・二級ボイ
ラー技士、ボイラー整備士、クレー
ン・デリック運転士（クレーン限
定）、移動式クレーン運転士、第一
種・第二種衛生管理者、潜水士
■試験手数料　6,800円（各免許
試験とも）
■申込期間　６月19日㈪から30日
㈮まで（※必着）
■問い合わせ先　同センター（☎
0223-23-3181）

携帯電話通信サービス 
拡大に伴う試験を実施

　７月20日㈭から携帯電話通信
サービスの拡大に伴う電波の試験
発射が行われる予定です。この電
波によりテレビ受信障害が発生す
る可能性がありますので、映像の
乱れなどがあった場合にはお問い
合わせください。
　また、テレビ受信障害が予想さ
れる地域には事前に作業員が調査
に伺う場合がありますが、物品販
売もしくは費用などを請求するこ
とは絶対にありません。
■問い合わせ先　700MHz（メガ
ヘルツ）テレビ受信障害対策コー
ルセンター（☎0120-700-012）も
しくは（☎050-3786-0700）

女性の権利１１０番 
無料法律相談を実施

　岩手弁護士会では、性的嫌がら
せ、暴力、離婚など女性に関わる
問題について相談を受け付けます。
■日時　６月23日㈮午前10時か
ら午後４時まで
■当日専用相談電話 019-624-7837
■問い合わせ先　同会（☎019-
651-5095）

事業者の震災前借入金に 
支援の可能性があります

　㈱東日本大震災事業者再生支援
機構では、支援決定期間を平成30
年２月22日まで１年間延長した
ことを受けて、経営改善や二重債
務問題などで資金繰りに悩まれて
いる被災事業者の事業復興を引き
続きサポートしていきます。
　震災前借入金がある事業者は支
援の可能性がありますので、29年
夏ごろまでにご相談ください。
■問い合わせ先　同社仙台本店

（☎ 022-393-8550）または県経営
支援課（☎019-629-5543）

労働保険料の申告 
納付は期日までに

　労働保険料の申告・納付期限は
７月10日㈪となっていますので、
期日までに最寄りの銀行または郵
便局で手続きをしてください。
■問い合わせ先　岩手労働局総
務部労働保険徴収室（☎019-604-
3003）

生産物を出荷する 
産直協力員を募集

　道の駅にしねでは、生産物を出
荷する産直協力員を募集します。
募集に当たり説明会を開催します
ので、ご参加ください。
■応募資格　原則、市内に住んで
いる人で、野菜、山菜、キノコ類、
花き、菓子加工品などを生産者個
人として出荷できる人
■説明会開催日時／場所　７月５
日㈬午後２時から／道の駅にしね
研修室　※参加申込期限は６月
30日㈮
■問い合わせ先　道の駅にしね・
高村、髙橋（☎75-0070）

動画コンテスト2017 
オリジナル作品募集

　県では、人、もの、自然、風土、
歴史、食、活動、文化などあなた
の身近にある「岩手の魅力」を発信
する動画を募集します。
■賞金　最優秀賞20万円（１本）、
優秀賞 10万円（２本）、優良賞５千
円（５本）
■申込期限　8月25日㈮
■応募作品　１作品15秒以上５分
以内のもの
■応募数　１人（１団体）につき１
作品
■応募方法　特設サイトから応募
用紙をダウンロードの上必要事項
を明記し、動画を収めたCD-Rま
たは DVD-Rと併せて送付もしく
は持参してください。
■特設サイト　http://www.
pref.iwate.jp/kouchoukouhou
■問い合わせ先・送付先　県広報
広聴課（☎019-629-5283）・〒020-
8570（住所不要）

戦没者遺族対象に 
特別弔慰金を支給

　厚生労働省では、戦没者などの
死亡当時の遺族を対象に、特別弔
慰金の支給を行っています。未申
請の場合はご相談ください。
■対象者　平成27年４月１日現在、

「恩給法による公務扶助料」や「戦傷
病者戦没者遺族等援護法による遺
族年金」などを受ける人（戦没者の
妻や父母など）がいない場合で、所
定の順位による先順位の遺族１人
■支給内容　額面25万円、５年償
還の記名国債
■請求期限　平成30年４月２日㈪
■問い合わせ先　市役所地域福祉
課福祉総務係（☎・内線1114）

ケアマネジャー試験の 
受験希望者募集します

　公益財団法人いきいき岩手支援
財団では、県介護支援専門員実務
研修受講試験を実施します。
■受験資格　保健・医療・福祉分
野で業務に従事した期間が５年以
上かつ実働日数が900日以上（一部
10年1,800日以上）の実務経験を有
する人
■申込期間　６月27日㈫から７月
10日㈪まで（消印有効）
■申し込み方法　市役所健康福祉
課、西根・安代両総合支所に備え
付けの受験申込書に必要事項を記
入し提出してください。
■試験日　10月8日㈰
■試験会場（予定）　岩手産業文化
センター（アピオ）・岩手大学理工
学部
■問い合わせ先・申込先　同財団
総務・健康支援課（☎019-626-
0196）

女子ゴルフ最大の大会を 
スタッフで盛り上げよう

　９月７日㈭から10日㈰まで、安
比高原ゴルフクラブで第50回日
本女子プロゴルフ選手権大会コニ
カミノルタ杯が開催されます。
　同大会では、大会運営を支える
トーナメントスタッフを募集しま
す。参加者には、食事のほか、大
会ポロシャツ（２日以上連続参加
者には２枚）とキャップが配布さ
れます。
■職種　スコアラー、フォアキャ
ディーなど
■人数　予選 321人、決勝 198人
■期間　９月７日㈭から10日㈰
まで（１日でも参加できますが、複
数日可能な人を優先します）
■応募方法　①ホームページ

（http://www.hq-kobe.co.jp）で
直接応募。②申込書によりファク
ス（06-6430-2871）で応募。③郵送

（住所は申込書記載）。申込書は、
市役所地域振興課窓口にあるほか、
ホームページ（「ゴルフパーク」で検
索）からもダウンロードできます。
■応募期限　8月３日㈭
■問い合わせ先　同大会ボラン
ティア事務局（☎06-6430-2870）

学ぶ意欲が入学資格 
放送大学学生を募集

　放送大学では、29年度第２学期
（10月入学）の学生を募集します。
■大学説明会　７月16日㈰午後
１時から２時半まで／ビッグルー
フ滝沢（※予約不要）
■オープンキャンパス　７月７日
㈮、8日㈯・8月 12 日㈯、15 日
㈫、27日㈰・９月３日㈰各午前10
時から11 時半まで／同大学岩手
学習センター４階講義室（※予約
不要）
■出願期間　▶第１回　６月15
日㈭から8月31日㈭まで▶第２
回　９月１日㈮から20日㈬まで
■問い合わせ先　同大学岩手学習
センター（☎019-653-7414）

市長杯ゴルフ大会で 
楽しく親睦深めよう

　第12回市長杯ゴルフ大会の参
加者を募集します。
■開催日　７月１日㈯
■時間　午前8時15分開始
■場所　安比高原ゴルフクラブ
■申込期限　６月23日㈮
■問い合わせ先　安比高原ゴルフ
クラブ予約センター（☎73-5311）
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【広　告】

子育てＮＥＷＳ
地域福祉課児童福祉係 ☎・内線₁₁₀₃

　毎年６月は、児童手当の受給者全員が
児童手当現況届を提出する月です。
　対象となる人には、必要書類などを送
付しています。まだ書類が届いていない
人は、地域福祉課へ問い合わせください

（公務員の人は、勤務先での手続きとなり
ます）。
　なお、現況届の提出がない場合は、支
給が停止になることもありますので、必
ず６月中に提出してください。
■提出期限　６月30日㈮（必着）
■提出先　市役所地域福祉課、西根総合
支所、安代総合支所、田山支所
■提出書類　「児童手当・特例給付現況
届」…受給者全員が提出するもの

児童手当現況届の提出
６月中にお願いします 　また、下表の各要件に該当する人は、児童手当・特例給

付現況届と併せた必要書類を全て提出してください。

要　　件 必　要　書　類

❶国民健康保険以外
の保険証の場合

「受給者の健康保険証の写し」また
は「年金加入証明書」

❷平成₂9年1月２日
以降に市に転入して
きた場合

「平成₂9年度所得課税証明書」
※　所得課税額に加えて、扶養親族

の人数の記載がある証明書

❸住民票上、児童と
住所を別にしている
場合

「別居監護の申立書」
※　児童が八幡平市外に居住して

いる場合は、「児童の世帯全員の
住民票（本籍・世帯主との続柄表
示あり）」も必要

❹祖父母など、父母
以外の人が児童を養
育している場合

「児童の生計を維持していることの
申立書」

（４月届け出分）

※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています（敬称略）。

◎男の子
武田　康

こ う せ い

生（大喜・珠美／雇用促進（西根））

工藤　宇
う た

太（剛・綾子／間羽松）

昆野　蒼
あ お い

生（秀徳・麻衣子／共新）

津志田　桜
そ ら

空（賢治・香／川原目）

石山　直
な お き

樹（哲平・里美／南寄木）

◎女の子
髙橋　ゆゆか（伸幸・貴子／南寄木）

藤澤　友
ゆ な

菜（弘之・利佳／金沢）

関　実
み の り

莉（崇将・佳代子／細野）

　加賀屋　勝　　／安比高原
　名久井　潤子　／安比高原
　三浦　正人　　／日瀬通
　阿部　悦子　　／兄畑
　安保　好晃　　／田山上
　佐藤　志保　　／共新

盛内　ハル　　　93歳　新興矢神
山本　一　　　　85歳　兄畑
田村　愛助　　　92歳　南寄木
三浦　ソヨ　　　95歳　日瀬通
渡辺　ミキ　　　84歳　五百森
遠藤　義見　　　88歳　帷子
渡辺　英雄　　　67歳　南寄木
山口　ヨシエ　　82歳　上野駄
津志田　博美　　75歳　川原目
藤田　惠子　　　84歳　中松尾
杣澤　リキ　　　87歳　時森
佐々木　利男　　91歳　両沼
伊藤　芳美　　　75歳　高宮
田村　𠮷右衛門  92歳　時森
伊藤　ハツ　　 103歳　中平笠
髙橋　善一　　　94歳　下平笠
津志田　キミ　　82歳　堀切

松村　キツ　　　92歳　五百森
関　ミサ　　　　93歳　畑１区
武田　キヌ　　　86歳　渋川開拓
髙橋　英子　　　93歳　寄木新田
立花　キヨ　　　83歳　豊畑
髙橋　京子　　　61歳　下平笠
工藤　昭六　　　86歳　荒屋
工藤　トス　　　98歳　両沼
田村　金藏　　　88歳　山後
澤口　将人　　　18歳　山後
工藤　重喜　　　75歳　下平笠
吉田　ムラ　　　94歳　下平笠
工藤　吉徳　　　64歳　苗石田
川又　政則　　　93歳　新興矢神
櫛引　久男　　　79歳　大久保
菊池　ナホ　　　75歳　南寄木

お幸せに

健やかに

■人口の動き【４月₃₀日現在　（　）は前月比】
地　　区 人　　口 世 帯 数
西根地区 16,050（－６） 6,304（＋13）
松尾地区 5,848（－18） 2,335（－４）
安代地区 4,557（－13） 1,862（－３）
合　　計 26,455（－37） 10,501（＋６）
男　　性 12,734（－22）
女　　性 13,721（－15）

出生 ８ 死亡 36
転入 83 転出 92

安らかに

■交通事故発生件数など　※（　）は前年同月の数

項　　目 ４月 １月からの累計
人身事故 ０（１） １（12）
物損事故 21（28） 168（155）
負 傷 者 ０（１） ５（11）
死 者 ０（０） ０（１）
飲酒運転 ０（０） １（０）
火 災 ２（１） ６（５）
救 急 82（112） 430（421）

（
（
（

市地域包括支援センター （直通）☎ ₇₄︲₂₃₂₅
介護のココロ

要
な
人

❹
日
常
生
活
動
作
の
改
善
に
向
け
た

支
援
が
必
要
な
人

　
応
募
者
の
中
か
ら
、
審
査
の
上
、

対
象
者
を
決
定
し
ま
す
。

●
申
込
期
限
、
申
し
込
み
方
法

　

運
動
教
室
へ
の
申
込
期
限
は
7

月
14
日
㈮
で
す
。
市
役
所
健
康
福
祉

課
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
へ
直
接
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
65
歳
以
上
の
人
を
対
象

と
し
た
運
動
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

開
催
日
や
場
所
に
つ
い
て
は
、
左
下

の
表
の
と
お
り
で
す
。

　
運
動
教
室
で
は
、
理
学
療
法
士
、

保
健
師
な
ど
の
専
門
職
が
関
わ
り
、

一
人
一
人
の
課
題
改
善
の
た
め
の
運

動
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
応
募
要
件

　
介
護
認
定
を
受
け
て
お
ら
ず
、
日

常
生
活
は
自
立
し
て
い
る
も
の
の
運

動
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
、
さ
ら
に

以
下
の
❶
に
該
当
し
、
❷
〜
❹
の
い

ず
れ
か
を
満
た
す
人
と
し
ま
す
。

❶
目
標
が
明
確
で
、
意
欲
的
に
リ
ハ

ビ
リ
に
取
り
組
め
る
人

❷
短
期
間
の
集
中
す
る
支
援
に
よ
り

改
善
が
見
込
ま
れ
る
人

❸
体
力
の
向
上
に
向
け
た
支
援
が
必

リ
ハ
ビ
リ
強
化
型
運
動
教
室（
コ
コ

ト
レ
！
運
動
教
室
）の
参
加
者
を
募
集

表 開催日、開催場所
地区 開催日 時間 開催場所（住所）
西
根
・
松
尾
地
区

1₀月４日から平成₃₀
年1月1₇日までの毎
週水曜日（全1₅回）
※1月３日を除く。

午後２時か
ら３時 半ま
で

デイサービス あさひ
（松尾寄木1︲1₃₅︲₂）

安
代
地
区

８月1₇日から11月₃₀
日までの毎週木曜日

（全1₅回）
※11月₂₃日を除く。

午 後1時 半
から３時ま
で

介護老人保健施設
あしろ苑

（川原1₂9）
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サークル　　　　・サー
クル

八幡平シニアクラブ（還暦野球）

Vol.６

◎結成何年目ですか？
　平成13年に結成。今年17年目です。
◎結成のきっかけは？
　還暦を迎えても野球を楽しみたいという仲間が
集い結成され、県内の還暦野球チームとしては 14
番目のチームとして誕生しました。
◎活動内容は？
　還暦を迎えても好きな野球ができる喜びを感

市内で活動、活躍する
団体・サークル・チーム
などを紹介

代に戻り、勝利を目指してチーム一丸となって試
合に臨んでいます。
　また、お世話になっている赤川山崎堀切地区河
川公園グラウンドの草刈りやネットの設置、グラ
ウンド整備などの環境整備も行っています。
◎今後の目標は．．．？
　県大会で上位入賞し、北日本・全日本還暦野球
大会出場を目指しています。
◎活動日・場所
　 毎 週 水 曜 日（午前５時から７時まで）と土曜日

（午後１時半から３時半まで）・赤川山崎堀切地区
河川公園グラウンド　※冬季はアリーナまつお
◎本年度大会出場予定　
▶三大会県予選大会　　　６月９日㈮～宮古市
▶県還暦野球選手権大会　8月４日㈮～釜石市
▶東北生涯還暦野球大会　９月２日㈯～秋田市
▶北日本県予選大会　　　９月22日㈮～奥州市
■問い合わせ先　代表・田村明雄（☎76-4515）

サークル

メンバー₃₅人（４月２日現在）
代表者：田村 明雄さん＝五百森＝

試合前の外野ノック（５月４日、
市総合運動公園野球場）

じ、体力・技術の維持とチームの仲間との親睦交
流を楽しみながら
練習に励んでいま
す。毎年、各種大
会に出場してお
り、その時ばかり
は、ひた向きに白
球を追った少年時

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

夏休み講座「なりきり学芸員」のご案内夏休み講座「なりきり学芸員」のご案内夏休み講座「なりきり学芸員」のご案内

　市博物館では「なりきり学芸員講座」を無料で開
催します。同講座では、土器の拓

たくほん
本（文字や模様を

原形のまま紙に写し取ること）や、展示物の解説パ

昨
年
、土
器
の
拓
本
を
体

験
し
た
子
ど
も
た
ち

球盤などに夢中にな
り、小物づくり体験
では、田山暦を使っ
たオリジナルポスト
カードを熱心に制作
しました。

チャレンジ！「なりきり学芸員」 春の博物館まつりを開催しました
　市博物館は、５月14日に「春の博物館祭り」を開
催しました。昔遊び体験では、来場した子どもた
ちが遊び方を教わりながら、ゴム鉄砲や竹馬、投

ゴム鉄砲を楽しむ来館者たち

がでしょうか？
■開催日時　７月30日㈰午前10時から正午まで
■対象者　小学校３年から６年生までの児童（定
員は10名まで）
■受付開始日　７月４日㈫※定員になり次第締め
切ります。

ネルを作成する
仕事を実際に体
験することがで
きます。同講座
を受講して、夏休
みの自由研究に
活用してはいか

花とフルーツの香り展
　あしろhana花フェスタ2017（市商工会主催）の開催
に合わせて、花とフルーツの香り展を開催します。
▶日時　６月16日㈮から18日㈰の午前９時から午後
４時まで
▶場所　博物館ロビー　※ロビー内は無料でご利用
できますが、ほかは有料です。

子ども図書館まつりを開催子ども図書館まつりを開催子ども図書館まつりを開催

親子で楽しんだお話会

　図書館では読書マラソンの参加者を募集しま
す。読んだ本のレシートをつづり、読書冊数を記
録します。年齢を問わず、誰でも参加できます。
▶期間：７月20日㈭から 12月28日㈭まで
▶申し込み受付開始日：７月１日㈯から

　市立図書館では、５
月７日、子どもの読書
週間に合わせて「子ど
も図書館まつり」を開
催。まつりには、親子
連れなど19人が参加し
ました。紫波町の読み聞かせボランティア・グルー
プ「かくれんぼ」によるお話会では、おめんをめくる
と別な生き物が出てくる絵本や、登場人物や背景な

どの絵をパネルに貼っ
たり動かしたりしなが
らお話しする「パネル
シアター」など、工夫を
凝らした読み聞かせが
披露され、来場者を楽
しませました。

　お話会後、事前に預けていたぬいぐるみが図書館
で過ごしたように表現する企画「ぬいぐるみお泊り
会」の返却会も開催。ぬいぐるみが選んだお薦めの
本と図書館で過ごしたぬいぐるみの様子を撮影し

お
め
ん
を
め
く
る
と
？

パネルが次々と入れ替わる
「パネルシアター」

読書マラソン参加者募集

ぬ
い
ぐ
る
み
お
泊
り
会
の
様

子
を
写
真
で
伝
え
ま
す

た写真を添えて、子ど
もたちに返却しまし
た。子どもたちは、ま
るで家族が帰ってきた
かのように喜び、新し
い本との出会いに目を
輝かせていました。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
就
任

し
、
は
や
１
年
。
安
比
高

原〝
中
の
ま
き
ば
〞ブ
ナ
の
駅
周

辺
で
の
馬
に
よ
る
環
境
保
全
作

業
を
中
心
に
、あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。私
は
こ

の
冬
に
子
ど
も
を
授
か
り
、八
幡

平
市
内
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
保

育
園
で
お
世
話
に
な
り
つ
つ
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
出
産
と
育
児
は

想
像
以
上
に
知
ら
な
い

こ
と
ば
か
り
。
私
は
不
安
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
支
え
て
頂
き
な
が

ら
、
何
と
か
八
幡
平
市
で
の
暮

ら
し
の
基
盤
を
つ
く
ろ
う
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
と
い
う

の
も
、
私
は
馬
と
暮
ら
し
働
け

る
場
所
づ
く
り
を
望
ん
で
い
る

の
で
、
ま
ず
は
そ
れ
を
実
現
で

き
る
候
補
地
探
し
か
ら
。

地
域

Vol.37

お
ここ
し

だ

力
隊

り

協

よ

八
幡
平
市
は
実
に
広
し
と

い
え
ど
も
馬
を
飼
い
暮

ら
せ
そ
う
な
と
こ
ろ
と
な
る

と
、
そ
う
簡
単
に
は
見
つ
か
ら

な
い
の
が
現
状
で
す
。
北
は
兄

畑
か
ら
南
は
田
頭
ま
で
あ
ち
こ

ち
巡
り
、
ど
な
た
も
最
初
は

「
え
っ
、
馬
‼⁇
」と
驚
か
れ
る
も

の
の
、
ど
こ
か
そ
ん
な
と
こ
ろ

は
な
い
か
と
考
え
応
え
て
く
だ

さ
い
ま
す
。

馬搬材で作ったテーブル

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
、

馬
と
の
暮
ら
し
。
も
と

も
と
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
雑
貨
や
手

仕
事
の
モ
ノ
を
扱
っ
て
き
た
と

こ
ろ
に
、
馬
で
運
び
出
し
た
木

（
馬
搬
材
）の
モ
ノ
づ
く
り
も
試

み
、
そ
れ
ら
を
使
っ
た
生
活
を

実
現
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
果
た
し

て
ど
う
な
る

か
…
。
面
白

そ
う
と
思

う
人
は
、
ど

う
ぞ
お
声

が
け
く
だ

さ
い
ね
。

今月の担当
阿部 文

ふ み こ

子 さん
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西
根
地
区
で
初
の
開
催

第
８
回
市
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

■
第
８
回
市
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
成

績（
優
勝
者
の
み
掲
載
。
敬
称
略
）

◎
２
㌔
競
技

◆
小
学
校【
男
子
】▼
1
年
生　

和
井
内
海か

ざ
と聖（

田
山
ス
ポ
少
）▼

２
年
生　
佐
藤
小こ

は
ぎ萩（

田
頭
野
球

ス
ポ
少
）▼
３
年
生　

関
蒼そ

ら空

（
安
代
小
）▼
４
年
生　

大
澤

礼あ
や
の
り寛（
大
更
小
）

【
女
子
】▼
１
年
生　
佐
々
木
心の

の
か奏

（
松
野
小
）▼
２
年
生　
下
川
紗さ

な奈

（
松
野
小
）▼
３
年
生　
三
浦
菜な

つ
み摘

（
寄
木
小
）▼
４
年
生　
小
山
田

凛り
ん
か花（

安
代
ス
ポ
少
）

◆
一
般
▼
₃₀
歳
未
満【
女
子
】山
本

恵え

り里（
市
陸
協
）▼
₃₀
歳
以
上【
女

子
】伊
藤
久く

み

こ
美
子

◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
ペ
ア
▼
親
子　

澤
口
透と

お
る

・
宝ほ

う

▼
夫
婦　

松
葉

慎し
ん
や哉

・
由ゆ

り

か

里
香
▼
兄
弟
・
姉
妹　

松
浦
雅み

や
び・

蓮れ
ん

◎
３
・
５
㌔
競
技

◆
小
学
校【
男
子
】▼
５
年
生　
三

浦
翔か

い
り琉（

田
山
ス
ポ
少
）▼
６
年
生　

和
井
内
飛し

ぶ
き沫（

田
山
ス
ポ
少
）

【
女
子
】▼
５
年
生　
阿
部
美み

り

あ
莉
亜

（
柏
台
小
）▼
６
年
生　

佐
々
木

夢ゆ

あ歩（
松
野
小
）

◆
中
学
校【
男
子
】松
葉
学が

く
と門（
安

代
中
）

【
女
子
】八
幡
優ゆ

う
な那（

安
代
中
）

◆
一
般
▼
₃₀
歳
未
満【
男
子
】山
本

雄ゆ
う
た
ろ
う

太
郎（
市
陸
協
）▼
₃₀
歳
以
上

【
男
子
】大
澤
高た

か
ひ
ろ弘

▼
₄₀
歳
以
上

【
男
子
】立
花
武た

け
し

◎
５
㌔
競
技

◆
中
学
校【
男
子
】髙
橋
龍り

ゅ
う
じ地（

松

尾
中
）

◆
一
般
▼
₃₀
歳
未
満【
男
子
】斉
藤

幹み
き
や
す保（

岩
手
北
部
森
林
管
理
署
）▼

₃₀
歳
以
上【
男
子
】永
井
陽よ

う
い
ち一（

市

ス
キ
ー
連
盟
）▼
₄₀
歳
以
上【
男

子
】松
浦
文ふ

み
あ
き秋

▼
女
子　
関
柚ゆ

づ
き月

（
盛
岡
中
央
高
）

声援を受け一斉にスタートするランナー（₃．₅㌔
競技）

接戦を制し優勝した関蒼空君

　
第
８
回
市
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
が

５
月
14
日
、
市
総
合
運
動
公
園
多

目
的
運
動
広
場
を
発
着
点
と
す
る

コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
小
学
生
か
ら
成
人
ま

で
幅
広
い
年
齢
層
の
ラ
ン
ナ
ー
が

出
場
。
沿
道
か
ら
の
声
援
を
受
け

な
が
ら
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
す

が
す
が
し
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た
。
な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
市
は
４
月
27
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
岩
手
支
店
に
対
し
て
、
松
川
温

田村市長が中尾功二郎法
人営業部長（右）に要望書
を手渡しました

　
5
月
９
日
、
八
幡
平
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
G
G
親
睦
交
流（
内
田
剛こ
う

総
括
）か
ら
、市
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
用
品
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。

　

贈
呈
式
は
市
役
所
で
行
わ

れ
、
内
田
総
括
が
田
村
正
彦
市

長
に
目
録
を
贈
呈
。
田
村
市
長

は「
毎
年
の
ご
寄
贈
に
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
」と
感
謝

の
意
を
表
し
ま
し
た
。
寄
贈
品

は
ス
タ
ー
ト
マ
ッ
ト
11
ホ
ー
ル

分
と
ス
タ
ー
ト
表
示
板
セ
ッ
ト

内田総括（中央）と佐々木幸雄幹
事（右）から田村市長に目録が贈
られました

八
幡
平
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
G
G
親
睦
交
流
か
ら

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
用
品
寄
贈
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東
日
本
に
要
望
書
提
出

東
日
本
に
要
望
書
提
出

東
日
本
に
要
望
書
提
出

東
日
本
に
要
望
書
提
出

32
ホ
ー
ル
分
の
11
万
９
５
５
６
円

相
当
で
、
松
尾
総
合
運
動
公
園
で

使
用
さ
れ
ま
す
。

泉
エ
リ
ア
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
拡
大
を
求
め
る

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
同
エ
リ
ア
は
、
通
年
で
の
集
客

が
可
能
な
松
川
温
泉
を
有
し
、
国

内
観
光
客
は
も
ち
ろ
ん
W
i

︲

F
i
環
境
を
特
に
も
必
要
と
す
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日
外
国
人
旅

行
）の
誘
客
に
も
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
総
務
大
臣
感
謝
状
の
伝
達
式

が
４
月
26
日
、
市
役
所
で
執
り

行
わ
れ
、
髙
橋
京き
ょ
う
い
ち一さ

ん（
70
）

＝
北
寄
木
＝
に
羽
鳥
英
雄
岩
手

行
政
評
価
事
務
所
長
か
ら
感
謝

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
髙
橋
さ
ん
は
平
成
20
年
５
月

か
ら
29
年
３
月
ま
で
の
約
９
年

間
、
行
政
相
談
委
員
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
保
護
司
を
務
め
る
髙

橋
さ
ん
は「
行
政
相
談
委
員
の

経
験
を
生
か
し
、
保
護
司
の
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
」と
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

右
か
ら
羽
鳥
岩
手
行
政
評
価

事
務
所
長
、
髙
橋
さ
ん
、
田

村
正
彦
市
長

行政相談委員の活動が認められ
髙橋京一さんに総務大臣感謝状

　
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
の
伝
達

式
が
５
月
12
日
、
市
役
所
で
執

り
行
わ
れ
、
遠
藤
萬ま
ん
じ治

さ
ん

（
77
）＝
野
口
＝
と
三
浦
松ま
つ
お男

さ

ん（
80
）＝
石
名
坂
＝
の
二
人
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
遠
藤
さ
ん
は
平
成
４
年
12
月

か
ら
28
年
11
月
ま
で
の
24
年

間
、
三
浦
さ
ん
は
平
成
13
年
12

月
か
ら
28
年
11
月
ま
で
の
15
年

間
、民
生
・
児
童
委
員
を
務
め
、

市
内
の
地
域
福
祉
向
上
に
尽
力

さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

右
か
ら
三
浦
さ
ん
、
遠
藤

さ
ん

長年にわたり地域福祉に貢献
厚生労働大臣表彰を受賞する

旭
日
双
光
章（
地
方
自
治
功
労
）

　
元
市
議
会
議
長

瀬
川 

健た
て
の
り則 

さ
ん（
₇₀
）

＝
間
羽
松
＝

　瀬川健則さんは、平成９年９月に旧西根町
議選挙で初当選。市制施行後の市議会議員を
含めて通算４期16年間にわたり務めました。
任期中には、教育民生常任委員会委員長、議
長などを歴任し、合併後の新市議会の一体感
の醸成や土台作りに尽力されました。

瑞
宝
単
光
章（
防
衛
功
労
）

　
元
准
陸
尉

安
藤 

徹と
お
る 

さ
ん（
₆₆
）

＝
共
新
＝

　安藤徹さんは、昭和44年３月に陸上自衛隊
第38普通科連隊(青森県)に入隊しました。49
年８月に第７特科連隊（北海道)､58年８月に
第９特科連隊（滝沢市)などに所属し、平成16
年12月に定年退官。自衛隊員として、国・地
域のために献身されました。

黄
綬
褒
章（
業
務
精
励
）

　
工
藤
治
療
院
院
長

工
藤 

義よ
し
か
ず一 

さ
ん（
₇9
）

＝
駅
前
＝

　工藤義一さんは、視覚の障がいを克服し、
はり師、あん摩マッサージ指圧師免許を取得。
地元の土谷病院で12年間勤務した経験を生
かし、平成３年４月に工藤治療院を開業。は
り・きゅうマッサージ師として現在もご活躍
され、他の障がい者の模範となっています。

春
の
叙
勲
・
春
の
褒
章
・
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

瑞
宝
双
光
章（
郵
政
事
業
功
労
）

　
元
松
尾
郵
便
局
長

八
重
樫 

信ま
こ
と 

さ
ん（
₇₀
）

＝
野
駄
＝

　八重樫信さんは、昭和41年４月に盛岡郵便
局へ入局。59年から松尾郵便局長、平成19年
から24年まで東北地方郵便局長会の会長を歴
任し、郵政事業の発展に貢献しました。「受章
にあたり、支えて頂いた地域の人たちや職員
に感謝しています」と受章の喜びを語りました。
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1₂₀₅まで。

第₂₇回東北中学校男子・女子選抜ソ
フトボール大会（５月４日、松尾総
合運動公園多目的運動場）

重さに負けず頑張るぞ
一升餅を背負って歩こう₂₀₁₇

　今回で９回目となる「一升餅を背負って歩こう2017」
が５月５日、道の駅にしねで開催されました。
　『これからの一生（一升）健やかに育つように』との願
いが込められた同イベントには、１～２歳の幼児30人
が参加。はんてん姿で重さ約２㌔の一升餅を背負い、
約10㍍先のゴール地点を目指して赤いじゅうたんの
上を歩きます。子どもたちの中には、背負った重さ
に戸惑いながら泣き出す子も。最後まで立派に歩く
子どもたちに、来場者から声援や拍手が送られました。 母の手から離れ、一升餅を背負って歩く工藤春真ちゃん安代中と大平中の試合（５月４日、三ツ森グラウンド）

不動の滝を間近に思い思いに楽しむ観光客

爽快！初夏を告げる滝
不動の滝まつり

　不動の滝まつりが５月３日、桜松公園で開かれ、
県下三勝十景第一位に選ばれている不動の滝を一目
見ようと、多くの観光客が訪れました。
　当日は、あしろ保育園園児のダンスや地元の伝統
芸能が披露され、イベントを盛り上げていました。
　盛岡から家族で訪れた竹田杏

あ ん じ

慈くん（５）と弟の瑠
る

偉
い

くん（３）は、大量の雪解け水を含んだ滝を間近に
見て「水しぶきが飛んできて気持ちよかった」、「大き
くびっくりした」と笑顔で話してくれました。

足浴後、声を掛けながらきれいに足を拭き取りました

看護の現場を肌で感じ
ふれあい看護体験

　ふれあい看護体験が５月11日、西根病院で行われ、
市内外出身の中高生９人が参加しました。
　生徒たちは、病院の概要や院内設備の説明を受け
た後、看護師の指導を受けながら入院患者の足浴や
実際に電動ベッドに寝て背上げなどの体験をしまし
た。足浴では「気持ち良かった」と声を掛けられ、生
徒たちはうれしそうな表情を浮かべていました。
　体験は、看護の日（５月12日）に合わせて、毎年全
国各地で開催されています。

交流深め共に高め合う
第６回八幡平市&三陸中学校交流野球大会

　三陸の中学校を招いての交流野球大会が５月３日
から５日までの３日間、市三ツ森グラウンド、西根
一中、松尾中のグラウンドで開かれました。
　大会には、市内の中学校４校と釜石市、大船渡市、
陸前高田市、岩泉町、田野畑村、普代村、久慈市、
野田村の10校8チーム（合同チーム含む）、合わせて
14校12チームが参加。釜石市立大

おおだいら

平中の堀内海
み つ き

希主
将は「野球を通じ他校と高め合える場に感謝し、全
力でプレーしたい」と充実の表情で語りました。

市教育研究所が初総会
市教育研究所総会・教育講演会

　29年度に新設された市教育研究所が５月１日、西
根地区市民センターで総会・教育講演会を開催し、
本市の小中学校教職員約160人が出席しました。
　総会では今年度の全体研究主題が示され、重点・
先進・テーマ別の研究部会、各種研修会の事業を通
して、本市教員一人一人の指導力向上を目指すこと
を確認。講演会では松尾中校長も歴任した菊池広

ひ ろ ち か

親
氏（県教育委員会事務局）を講師に招き「八幡平市の
教育に期待すること」と題し、講演いただきました。いわて防災スクール実践校の研究発表も行われました

人口減に歯止めを期待
地方創生に関する連携協定調印式

　地方創生に関する連携協定調印式が５月17日、市役
所で行われました。
　本協定は、市と本市でオークフィールド八幡平を運
営する「㈱アーベイン・ケア・クリエイティブ」、温泉
分譲のロイヤルシティ八幡平リゾートを運営する「大
和ハウス工業㈱岩手支店」、施設課題解決の専門家で
ある「㈱山下ピー・エム・コンサルタンツ」が相互に
連携し、移住・定住の推進および生涯活躍のまちの推
進に協力していくことを目的に締結したものです。 市の地方創生推進に連携・協力して取り組みます

約1年間におよぶ増築棟工事が竣
工し、外来診療が開始されました
⎝５月８日、東八幡平病院）

牧野に放たれた牛たちは、思い思
いに青草をはみました（５月1₀日、
上坊牧野）

寺田小学校運動会の６年親子競技
では親チームと子どもチームで対
戦しました（５月₂₈日、寺田小学校）

新緑の色増す七時雨山で山開きを
祝いました（５月₂₈日、七時雨山
山頂）
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₄₇
   

切
磋
琢
磨
し
て
練
習
を
重
ね
、
優
勝
を
目
指
す

第71回盛岡市内一周継走大会　中学校男子の部　準優勝
西根中学校　特設駅伝部

盛岡市内一周継走大会のチームメンバー。前列左から、清水畑永
と わ

和さん（３年）、五十嵐玲
れ い じ

司
さん（３年）、松村颯

は や と

杜さん（３年）、川村愛
ま な と

斗さん（３年）、千葉友
ゆ う た

太さん（３年）後列左から小
原典

の り こ

子監督、渡辺太
た い が

河さん（２年）、山下颯
そ う ま

馬さん（３年）、里舘陸
りく

さん（２年）、高橋洋
ひ ろ ゆ き

之監督

　
「
学
校
の
新
た
な
歴
史
。み
ん
な

よ
く
頑
張
っ
た
」と
選
手
の
力
走

を
た
た
え
て
喜
ぶ
の
は
西
根
中
学

校
特
設
駅
伝
部
の
小
原
典
子
監

督
。
４
月
16
日
、
盛
岡
市
の
県
営

運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
発
着
点

に
開
催
さ
れ
た
第
71
回
盛
岡
市
内

一
周
継
走
大
会
中
学
校
男
子
の
部

に
特
設
駅
伝
部
が
出
場
し
、
県
内

１
１
７
校
中
、
同
校
と
し
て
過
去

最
高
の
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
選
手
ら
は
、
野
球
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
各

部
で
活
動
を
し
な
が
ら
特
設
駅
伝

部
に
所
属
し
、
大
会
に
向
け
て
毎

朝
練
習
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し

た
。
同
大
会
で
は
、
１
走
千
葉
さ

ん
か
ら
徐
々
に
順
位
を
上
げ
、
４

走
五
十
嵐
さ
ん
は
区
間
ト
ッ
プ
と

な
る
５
人
抜
き
の
力
走
で
４
位
に

浮
上
。
ア
ン
カ
ー
の
清
水
畑
さ
ん

は
、
中
盤
で
一
時
ト
ッ
プ
と
な
る

力
走
を
見
せ
、
優
勝
し
た
福
岡
中

と
最
後
ま
で
競
い
ま
し
た
。

　

部
長
を
務
め
る
川
村
さ
ん
は

「
９
月
に
は
、岩
手
地
区
大
会
や
県

大
会
が
あ
る
の
で
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
精
神
で
練
習
を
積
み
、
優

勝
を
目
指
し
た
い
」と
雪
辱
を
果

た
す
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

２走川村さんから３走松村さんへ
たすきが渡ります（写真提供：西根中）

ゴールしたアンカー清水畑さん
（写真提供：西根中）

■
編
集
後
記

▽
八
幡
平
ド
ラ
ゴ
ン
ア
イ
を
ご
存
知
で

す
か
？
５
月
中
旬
ご
ろ
、鏡
沼
の
雪
が
溶

け
る
あ
る
瞬
間
、竜
の
目
に
見
え
る
と
こ

ろ
か
ら
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

来
季
は
、よ
り
ベ
ス
ト
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

狙
い
た
い
も
の
。私
、約
20
年
ぶ
り
に
広

報
カ
メ
ラ
を
手
に
し
ま
し
た
。 

香○
 

          
▽
安
比
高
原
ふ
る
さ
と
倶
楽
部
の
取
材

で「
中
の
ま
き
ば
」に
行
き
ま
し
た
。芝
草

原
が
広
が
り
、あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
鳥
の
さ

え
ず
り
が
聞
こ
え
、自
然
に
癒
さ
れ
ま
し

た
。別
の
日
に
伺
う
と
、自
然
学
習
を
す

る
た
め
に
首
都
圏
か
ら
小
学
校
の
児
童

た
ち
が
訪
れ
て
、と
て
も
に
ぎ
や
か
で
し

た
。ふ
る
さ
と
倶
楽
部
の
人
た
ち
の
地
道

な
活
動
が
背
景
に
あ
る
の
だ
と
思
う
と

胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。次
は
４
歳
の
息

子
を
連
れ
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

竜○
 

▽
県
内
の
市
町
村
の
新
人
広
報
担
当
者

を
対
象
と
し
た
研
修
会
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
研
修
で
は
取
材
の
心
構
え
や

編
集
技
術
な
ど
を
学
び
、
夜
は
懇
親
会

で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、

つ
な
が
り
が
持
て
た
の
も
何
か
の
縁
。

こ
の
縁
を
大
切
に
、
今
後
も
励
ま
し
競

い
合
っ
て
、
住
民
に
必
要
と
さ
れ
る
広

報
紙
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う

と
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

 多○
 

八幡平ドラゴンアイ
（５月₂₂日撮影）


